
区分・種別

所 在 地

所 有 者

指定年月日

解 説

県指定有形文化財（彫刻）

名 称

　石手寺に伝わる行道面のうち２面が童子風の天人面である。

やや小ぶりでいじらしい様子の童顔がすばらしい。製作は鎌倉

時代後期ころとみられる。

　この天人面は境内の宝物館に展示されている。

もくぞうてんにんめん

木造天人面　　２面

松山市石手

石手寺 管 理　団 体

昭和40年4月2日


